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ニン遺伝子関連ペプチド（ calcitonin gene-related peptide；CGRP）、 isoproterenol、 sodium 
nitroprusside）による血管弛緩反応に対する内皮除去の影響と、その発現機序について検討した。 




検討した。その結果、シクロオキシゲナーゼ阻害薬 indomethacin、トロンボキサン A2 受容体拮
抗薬 seratrodast 及び一酸化窒素（NO）合成阻害薬 L-NAME によって各種弛緩反応の増強が認め
られた。 
さらに、平滑筋細胞の弛緩反応感受性における guanylate cyclase/cGMP/protein kinase G 経路の
シグナル伝達系の役割について検討したところ、可溶性 guanylate cyclase の関与は少なく、sodium 
nitroprusside の可溶性 guanylate cyclase を介さない経路による弛緩反応が亢進していること、及























A2 受容体拮抗薬 seratrodast 及び一酸化窒素（NO）合成阻害薬 L-NAME によって各種弛緩反
応の増強が認められた。 
さらに、平滑筋細胞の弛緩反応感受性における guanylate cyclase/cGMP/protein kinase G 経路
のシグナル伝達系の役割について検討したところ、可溶性 guanylate cyclase の関与は少なく、
sodium nitroprusside の可溶性 guanylate cyclase を介さない経路による弛緩反応が亢進してい







胞における細胞内情報伝達系の protein kinase G 以降の抑制的制御が関与していると示唆す
る有意義な論文で、博士の学位に値すると判断した。 
 
 
 
